
 

 

 



「拳くん今日はずっと朝から晩まで一日中正座やで！少しでも正座を崩したらアカン！」 

と沙羅が言った。 

 

「え・・・そ・・・そんな・・・」と拳が驚いた。 

 

「そうよ。今日は、正座して私と沙羅ちゃんの足をずっと舐めてもらうんだから・・・」 

麻里が補足するように説明した。 

 

そして、麻里と沙羅は椅子に座り、正座している拳の目の前に足と契約書を投げ出した。 

 

「拳くん、契約書見た？」と麻里が言った。 

 

「は・・・はい・・・」 

 

「じゃあ、道着の中にしまって・・・」 

 

気に入った足裏の方と結婚する条件だ。 

 

結婚した時の契約書は・・・ 

 

① 毎週、妻に求められた回数エッチすること 

② 夫は妻にゴックンさせるのは絶対禁止 

③ 妻の浮気を認めてくれること 

④ 妻は浮気相手の精子を飲んで OK 

⑤ 妻の言うことには絶対服従する事 

 

と言う条件だ。 

 

しかも、時々、浮気をお互いにしてマンネリ化を防ぐと言う条項も書かれていた。 

 

しかし、妻の選んだ女としかヤレ無いので、事実上は妻の独裁だ。 

 

他の女と夫がヤルことで夫に自由を与えているのではない。 

 

寧ろ、定期的に他の女とヤルことで、拳のセックステクニックとチンコの硬さを一定に保

とうと言う狙いだ。他の女とヤッても射精も管理される。 


